
◆ クラブ加入生 一斉清掃行う ◆ 校訪問ボランティアに参加して、少し成長できた

と思います。（参加生徒の感想から）

◎ 金屋中学校訪問

～耐久高校の魅力を広めよう～
昨年に続き、今年も母校である金屋中学校へ耐

久高校の学校説明に行きました。中学生はみんな、

真剣にわたしたちの話を聞いてくれました。中学

生は、まだまだ耐久高校について知らないことや

期末考査の最終日の放課後、クラブ生による一 不安なことがたくさんある様子で、私たち耐久生

斉清掃を行いました。普段使用している場所だけ がもっと本校の魅力について広めていく必要があ

でなく耐久高校全体の気になるところ、気づいた ると感じました。私自身も入学前は不安でいっぱ

箇所を主体的に見つけ いでしたが、入学してからは本当に楽しい学校生

清掃しました。「ほう 活を送れています。

き足りんから取りに行 中学3年生のみなさんは、これからが入試本番

こう」や「こっちも手 なので、自分の進路に向けて頑張ってください。

伝ってよ」などクラブ その中で、是非、耐久高校を選んでいただけると

生は和気藹々と取り組 幸いです。（参加生徒の感想から）

んでいました。 （サッカー部顧問 兵衛和樹）

◆令和元年度「税に関する高校生の作文」◆
◆ 母校訪問 ◆ ～本校4名の生徒が表彰される。～

◎ 吉備中学校訪問 1年生対象に実施した「税の作文」にて４名が本

～緊張の中で感じたやりがい～ 校で表彰されました。受賞者は次のとおりです。

○湯浅税務署長賞：石井 遥、嶋田愛莉

○有田地方租税教育推進協議会会長賞：山本伊桜里

○近畿税理士会湯浅支部長賞：田中菜都美

受賞者

からは、

「税金と

耐久高校の良さや取り組みを知ってもらうた いうのは

め、母校である吉備中学校を訪問しました。懐か 私達､高校

しいチャイムの音や建物、先生・後輩と再会し、 生にも大

発表は緊張しましたが、どこか嬉しさも感じまし きく関わ

た。グループでは、なかなか上手く自分の言葉で ってくることです。だから今どのような税の問題

話せず悔しい思い があるか､またその問題を解決するために自分に

もあり、改めて人 何ができるのか、ということを考えながら書きま

前で話をする難し した｡｣｢改めて税について考えることができまし

さとコミュニケー た。これを機により税の理解を深めていきたいと

ション力の大事さ 思います。」等の感想が寄せられ､主体的に社会問

を感じました。母 題に取り組む姿勢が育成されたと考えられます。

耐 久 ～真健美～

令和元年度
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